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2．導入効果  

センサー制御，数値制御等による流速，水圧，風速，  

風乱 凪l五 電瓶 電圧，電力監，照度等の制御が簡単  

にできることから，クリーンルーム仁バイオクリーンル  

ーム，特殊姓葉物などの空調，換気 衛生，電気設備へ  

の利凧 プラント設胤 特殊設備の電気的制御への利用  

が可能となった。   

さらに，回路変更が容易なことから，用途によっては  

研鮪 工場，工事現場の制御盤への利用も可能である。   

具体的には，電力管理制御（省エネ刃葦）としては，  

トランスバンク制御による銅払鉄板の低減化 力率制  

御による無効電力の低減化，デマンド制御による契約電  

力の抑制化 照明負荷の自動点滅，時間帯制御による消  

製電力の低減化などがある。   

空調，換気管理制御（省エネ対領，自動制御の簡素†U  

としては，窄調機・送風機の台数制御，回転数制御，ON  

－OFF制御による渦聖篭力の低減化，室内庄九風量の  

自動調整による省力化 採光，しゃ光の自軌化による空  

調鼠荷の軽減化などがある。   

これらの自軌制御を建築物へ導入した場合，従来のシ  

ステムと比較すると，かなり小形化，低価格化が図れる。  

また，伝送ケーブルの2線化により，既存建物への利用  

も容易である。   

FA化，OA化の目的で開発されたマルチプログラマ  

ブルシーケンサーは，建染物に導入することによって，  

省エネ化 省力化 省資材化を実現できるようになった。  

なお，導入効果に伴う具体的なコスト（イニシャルコス  

ト，ランニングコスト）については，今後さらに詳鰍：  

検討Lていくつもりである。   
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．］二場機能のFA化事務所髄能のOA化は，l断じの要詣  

とともに今後ますます進展していくものと思われる。現  

在，各メーカーより多種多様のシーケンサーが生産され，  

そのシーケンサーにマイクロコンピューターを内蔵させ  

てプログラムを白山に設定できる多目的，多機能タイプ  

のマルチブログラマブルシーケンサーが市場に現われ始  

♂対こ。それに伴い，このマルチプログラマブルシーケン  

サーを利用した建築物の省エネルギー化，省力化 省資  

材化によるローコスト対応の技術が開発されている。  

1．概  要   

（1）構 成（Fig．り  

シーケンス入出力信号の伝送ケーブルは，パルス発信  

装置を利用することにより，2線式チト分にその機能を  

補足させることができる。  

（2）特  長   

◇シーケンス制御  

外部信号による論理清算処理   

◇センサー制御  

センサー値のアナログ信号処理   

〈〉数値制御  

計測器の数値処f里   

◇位置決め制御  

高速パルスによる位置決め処理   

◇各組入出力ユニットの接続  

Ⅰ／0ユニット，プログラミングユニット，A／D変  

換ユニット   

く〉各組同辺機器の接続  

グラフィックパネル，プリンター，データカセッ  
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Fig．1シーケンサーの構成  




